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北
海
道
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
導
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
は
じ
ま
る
。
一
六
一
四
年
徳
川
幕
府
が
禁
教
令
を
発
布
し
て
以
来
日
本
の
南
部

か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
或
い
は
追
放
、
或
い
は
亡
命
に
よ
っ
て
東
北
奥
羽
地
方
及
び
蝦
夷
の
南
部
へ
悪
賢
し
た
。
之
等
キ
リ
シ
タ
ン
を
中

心
に
宣
教
師
達
の
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
長
崎
で
集
め
ら
れ
た
衣
類
、
食
料
を
携
え
て
、
○
興
。
㌶
ヨ
。
窪
①
》
ゆ
α
q
⑦
算
師
が
津
軽
の
キ

リ
シ
タ
ン
を
訪
問
し
た
の
が
一
六
一
六
年
で
あ
っ
た
。
爾
来
○
興
。
㌶
ヨ
。
師
、
O
凶
⑦
α
q
O
畦
く
巴
7
0
師
他
数
名
の
宣
教
緬
が
蝦
夷
を
訪
れ
て

い
る
。
一
九
三
〇
年
津
軽
を
訪
れ
た
二
人
の
宣
教
師
が
幾
度
か
蝦
夷
に
渡
っ
た
事
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
キ
リ
シ
タ
ン
時
代

の
宣
教
師
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
大
平
の
夢
が
黒
船
の
渡
来
に
破
ら
れ
て
、
下
田
と
函
館
が
開
港
し
た
。
　
一
八
涯
六
年
フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
二
隻
が
、
函
館
に
入
港
し
た
。

偶
々
乗
組
員
の
水
兵
が
死
亡
し
た
の
で
、
チ
ャ
プ
レ
ン
で
あ
っ
た
司
祭
が
上
陸
し
て
埋
葬
を
詫
言
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
以
後
カ
ト
リ

ッ
ク
の
司
祭
が
、
北
海
道
に
足
を
踏
み
入
れ
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
禁
教
令
は
続
い
て
い
た
が
竃
角
ヨ
2
師
が
L
海
か
ら
函
館
に
上
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陸
し
た
の
が
一
八
五
九
年
で
あ
っ
た
。
や
が
て
禁
教
令
は
撤
廃
さ
れ
日
本
全
国
に
本
格
的
な
キ
リ
ス
ト
教
伝
導
が
展
開
さ
れ
た
。

　
一
八
九
一
年
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は
、
東
京
大
司
教
区
と
長
崎
、
大
阪
、
函
館
の
三
教
区
か
ら
な
る
鎖
δ
鑓
警
貯
が
設
立
さ
れ

た
。
日
本
の
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
す
べ
て
パ
リ
ー
外
国
宣
教
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
東
北
奥
羽
、
北
海
道
、
千
島
は
函
館
地
区
に
属
し

≧
Φ
慈
郎
ら
露
し
d
Φ
匪
o
N
師
が
函
館
司
教
に
任
命
さ
れ
教
区
長
に
な
っ
た
。
　
北
部
日
本
全
体
に
亘
る
広
範
な
地
域
の
伝
薄
責
任
者
と
な
っ
た

し
ご
。
島
o
N
司
教
は
後
に
、
北
海
道
を
独
立
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ス
コ
会
6
げ
霞
ぎ
α
q
㌶
管
内
に
委
託
し
た
。
北
海
道

に
始
め
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
到
着
し
た
一
九
〇
七
年
以
後
一
九
五
七
年
ま
で
、
五
十
年
間
に
亘
る
伝
導
活
動
を
回
顧
し
て
”
日
本
に
お

け
る
五
十
年
”
の
題
名
の
許
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
8
げ
霞
段
σ
q
㌶
管
区
本
部
所
在
地
中
部
ド
イ
ツ
の
閏
巳
傷
p
。
市
に
あ
る
生
類
ρ
窪
ぴ
2
σ
q

修
道
院
か
ら
、
北
海
道
の
伝
導
史
が
発
刊
さ
れ
た
。
執
筆
者
は
、
○
Φ
警
田
島
出
q
げ
残
夢
と
Z
p
。
α
q
Φ
一
番
で
一
九
五
七
年
の
出
版
で
あ
る
。

本
書
の
特
微
は
、
日
本
及
び
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
導
に
関
す
る
予
備
知
識
を
殆
ん
ど
持
た
な
い
、
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
老
、
特
に
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
修
道
院
関
係
者
を
対
象
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
北
海
道
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

シ
ス
コ
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
書
の
長
所
で
あ
り
又
短
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
全

体
が
四
章
に
分
け
ら
れ
。

　
第
一
章
　
北
海
道
の
地
理
的
状
況
の
概
略

　
第
二
章
　
蝦
夷
の
キ
リ
シ
タ
ン
史

　
第
三
章
　
北
海
道
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
復
興

　
第
四
章
　
北
海
道
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
伝
導
の
歴
史

と
な
っ
て
い
る
。
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え
び
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野
袴
六
五
八
年
阿
部
比
羅
夫
と
戦
っ
た
夷
が
、
ア
イ
ヌ
の
祖
先
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
事
か
ら
書
き
起
さ
れ
、
蝦
夷
の
開
拓
を
始
め
た

の
が
一
五
世
紀
の
中
頃
、
松
前
候
の
祖
先
に
当
る
武
田
氏
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
松
前
氏
は
一
六
〇
四
年
徳
川
幕
府
か
ら
松
前
藩
主
と
し

て
公
認
さ
れ
た
。
住
民
は
ア
イ
ヌ
を
主
と
し
、
少
数
の
日
本
人
被
追
放
者
、
難
船
者
及
び
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
老
等
で
あ
っ
た
。
一
六
〇
〇

年
前
後
日
本
全
体
に
七
五
万
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
大
部
分
は
長
崎
と
江
戸
付
近
に
在
住
し
て
い
た
。
し

か
し
一
六
〇
五
年
一
人
の
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
日
本
北
部
で
約
二
〇
〇
人
に
洗
礼
を
授
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
松
前
で
医
者

を
探
し
て
い
た
が
選
ば
れ
た
医
老
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
松
前
で
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
伝
え
た
。
霞
＝
げ
霞
師
は
こ
の
医
師
を

鎮
9
詳
露
器
長
庵
と
見
な
し
て
い
る
。
一
六
一
四
年
布
告
さ
れ
た
家
康
の
禁
教
令
に
よ
り
京
都
及
び
大
阪
の
キ
リ
シ
タ
ン
七
五
名
と
そ
の
家

族
が
津
軽
に
流
さ
れ
た
。
彼
等
の
津
軽
で
の
窮
乏
を
救
う
為
○
興
。
㌶
導
。
師
が
長
崎
か
ら
船
で
津
軽
に
赴
い
た
事
は
前
に
記
し
た
。
そ
の

頃
蝦
夷
で
金
、
銀
の
鉱
山
が
発
見
さ
れ
其
処
に
働
く
鉱
央
達
の
中
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
混
じ
っ
て
い
た
。
松
前
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
、
始

め
は
寛
大
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
○
興
。
地
肌
。
師
は
一
六
一
六
年
蝦
夷
の
キ
ジ
シ
タ
ン
を
訪
問
し
た
が
、
之
に
よ
っ
て
彼

は
蝦
夷
の
地
を
始
め
て
踏
む
宣
教
師
と
な
っ
た
。
以
後
一
六
一
八
年
、
二
一
年
、
二
四
年
四
園
蝦
夷
に
渡
り
伝
導
に
携
る
か
た
わ
ら
、
蝦

夷
の
奥
地
を
調
査
し
、
蝦
夷
が
、
島
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
○
葭
。
莚
ヨ
。
師
と
相
前
後
し
て
蝦
夷
を
訪
問
し
た
宣
教
師
に
U
冨
α
q
o

O
欺
く
六
夢
。
師
が
い
る
。
U
冨
α
q
o
師
は
一
六
一
七
年
、
二
〇
年
、
二
三
年
と
三
度
蝦
夷
を
訪
れ
て
い
る
。
彼
等
は
長
上
の
命
令
に
従
っ
て

旅
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
嶺
時
の
伝
導
上
の
方
針
と
し
て
年
に
一
度
は
信
者
の
義
務
を
果
た
す
為
、
宣
教
師
が
各
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
を

訪
問
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。
彼
等
は
い
つ
れ
も
商
人
、
鉱
夫
に
変
装
し
困
難
な
旅
を
繰
り
返
し
た
事
を
思
え
ば
驚
歎

に
価
す
る
。
一
）
δ
σ
q
o
師
は
、
一
六
二
〇
年
忌
二
回
蝦
夷
旅
行
の
際
、
北
海
道
で
始
め
て
の
ミ
サ
を
八
月
五
日
雪
の
聖
母
の
祝
臼
に
棒
げ
て

い
る
。
○
霞
。
町
臼
。
師
は
北
部
日
本
を
巡
警
し
約
一
〇
〇
〇
人
に
洗
礼
を
授
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
彼
と
行
動
を
共
に
し
た
日
本
人
司

祭
が
い
た
。
そ
の
日
本
人
司
祭
は
O
δ
的
。
磯
三
鼠
師
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
追
認
は
激
し
さ
を
加
え
、
○
①
δ
冨
ヨ
。
師
ぱ
一
六

二
三
年
江
戸
で
、
一
）
欝
σ
q
o
師
は
翌
年
仙
台
で
殉
教
し
た
。
O
置
σ
q
。
師
殉
教
の
後
蝦
夷
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
充
分
な
報
告
は
残
さ
れ
て 一　36　一



い
な
い
が
、
若
干
の
勇
敢
な
宣
教
師
が
津
軽
と
蝦
夷
の
信
者
を
訪
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
　
一
六
二
六
年
津
軽
を
訪
れ
た
或
る
司
祭

が
そ
の
年
は
蝦
夷
に
渡
れ
な
か
っ
た
が
前
年
に
渡
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
司
祭
は
9
Φ
α
q
o
畷
螺
置
師
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
…
六

三
〇
年
H
o
訂
昌
口
①
ω
ζ
簿
跨
貯
ω
》
窪
鋤
ヨ
一
と
、
旨
。
プ
窓
⇒
Φ
ω
ご
σ
9
。
℃
駐
8
勺
○
羅
○
の
二
人
の
司
祭
が
津
軽
に
来
て
居
り
、
彼
等
も
幾
度
か
蝦
夷

に
渡
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

　
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
以
前
は
寛
客
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
松
前
藩
に
も
迫
害
の
火
の
手
は
厳
し
さ
を
加
え
た
。
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
と
も
見
な
さ
れ
る
の
が
、
一
六
三
九
年
甲
介
岳
で
行
な
わ
れ
た
一
〇
六
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
殉
教
で
あ
っ
た
。
こ
の
出
来
事
に
よ
っ
て

衝
撃
を
受
け
、
松
前
と
付
近
の
鉱
山
に
居
た
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
、
日
本
人
の
来
な
い
蝦
夷
奥
地
の
海
岸
へ
移
住
し
た
。
日
高
地
方
に
そ
の

痕
跡
が
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
　
北
海
道
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
復
興

　
北
海
道
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
復
興
は
日
本
全
体
の
そ
れ
と
歩
調
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ζ
霞
白
雲
師
に
よ
っ
て
一
八
五
九

年
函
館
に
建
て
ら
れ
た
仮
教
会
は
横
浜
（
一
八
六
二
年
）
、
長
崎
（
一
八
六
五
年
）
に
先
立
つ
光
栄
を
荷
っ
て
い
る
。
更
に
興
る
こ
と
三

年
、
　
一
八
五
六
年
フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
シ
ベ
ー
ル
号
と
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
号
が
、
函
館
に
入
港
し
閃
霞
簿
師
と
ζ
o
§
搾
。
β
師
が
チ
ャ
プ

レ
ン
と
し
て
乗
組
ん
で
い
た
。
偶
々
亡
く
な
っ
た
水
兵
の
埋
葬
の
為
上
陸
し
た
が
、
之
が
開
国
後
始
め
て
司
祭
が
北
海
道
の
土
を
踏
む
機

会
と
な
っ
た
。
日
本
人
に
対
す
る
禁
教
令
は
当
時
尚
存
在
し
て
い
た
の
で
、
竃
2
露
無
師
が
仮
教
会
を
建
て
た
時
、
日
本
人
に
対
し
て
伝

導
す
る
事
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
竃
興
ヨ
唖
蝉
は
法
律
で
許
さ
れ
る
限
り
伝
導
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
英
仏
辞
典
、
ア
イ
ヌ
語
辞

典
の
編
纂
に
手
を
染
め
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
語
学
校
を
開
き
医
学
の
心
得
も
あ
っ
た
の
で
無
料
で
病
人
の
治
療
に
当
っ
た
。
時
ま
さ
に
幕

末
の
混
乱
、
」
五
陵
廊
の
戦
い
な
ど
騒
乱
の
時
期
に
楽
っ
て
い
た
の
で
、
事
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た
。
加
え
て
僧
侶
の
妨
害
、
μ
シ
や
正
教

会
の
進
出
等
の
事
が
あ
っ
て
竃
離
隔
導
師
の
活
動
は
困
難
に
陥
り
遂
に
中
断
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
ζ
臼
改
心
師
は
函
館
を
帰
り
再
び

帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
．
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一
八
六
七
年
（
明
治
元
年
）
北
海
道
の
開
拓
が
組
織
化
さ
れ
、
翌
一
八
七
〇
年
札
幌
に
開
拓
使
の
役
所
が
置
か
れ
た
。
そ
れ
に
つ
れ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
も
函
館
か
ら
札
幌
に
活
動
の
中
心
を
移
す
事
に
な
っ
た
。
　
　
八
八
・
一
年
仮
の
伝
導
所
が
札
幌
に
設
け
ら
れ
た
。
札
幌
の
最
初
め

伝
導
師
は
植
物
学
者
と
し
て
有
名
な
閏
p
仁
昌
師
で
あ
る
。
師
の
管
轄
区
域
は
、
函
館
と
そ
の
周
辺
を
除
い
た
北
海
道
全
体
に
亘
る
広
範
な

地
域
に
及
ん
で
い
た
の
で
一
個
所
に
永
く
留
ま
る
事
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
一
八
九
一
年
漬
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
東
京
大
司
教
区
、
長
崎
、
大
阪
、
函
館
の
三
教
区
か
ら
な
る
出
冨
謎
容
鉱
嚢
。
が
設
立
さ
れ
た
。

函
館
教
区
長
に
は
パ
リ
…
外
国
宣
教
会
の
≧
①
×
螢
鼠
酔
止
①
島
o
N
司
教
が
任
命
さ
れ
た
。
し
d
①
同
ぎ
N
司
教
は
北
海
道
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
組
織

化
に
努
め
、
札
幌
に
二
人
の
宣
教
師
を
定
住
さ
せ
、
近
郊
の
北
広
島
に
巡
回
教
会
を
置
い
た
。

　
一
八
九
三
年
室
蘭
に
教
会
が
設
け
ら
れ
た
。
室
蘭
教
会
は
ア
イ
ヌ
伝
導
を
も
穏
指
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
ゆ
霞
一
δ
艘
司
教
は
ア
イ

ヌ
布
教
に
大
き
な
関
心
を
持
ち
、
ア
イ
ヌ
語
の
公
教
要
理
を
作
っ
た
程
で
あ
る
。

　
北
海
道
關
拓
に
特
色
あ
る
貢
献
を
も
た
ら
し
た
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
が
建
て
ら
れ
た
の
も
、
ア
イ
ヌ
の
改
心
を
意
図
し
て
し
d
①
島
o
N

司
教
が
招
い
た
の
で
あ
る
。
司
教
は
一
〇
〇
〇
エ
ー
カ
の
土
地
を
買
っ
た
。
其
処
に
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
を
建
て
、
そ
の
周
囲
に
ア
イ
ヌ

を
住
ま
わ
せ
、
修
道
士
達
の
指
導
の
許
に
農
業
、
牧
畜
を
営
ま
せ
隙
々
に
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
構
想
を
た
て
た
。
　
一
八
九
六
年
十
月
号
ラ

ン
ス
に
母
型
を
持
つ
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
士
の
最
初
の
グ
ル
ー
プ
が
、
中
国
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
か
ら
来
日
し
、
渡
島
当
別
に
”
灯
台
の

聖
母
修
道
院
”
を
建
て
た
。
b
d
①
島
§
司
教
の
掘
き
に
応
じ
修
道
院
の
周
囲
に
集
っ
た
ア
イ
ヌ
は
相
当
数
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
畑
仕
事
は
、

”
女
仕
事
”
と
見
な
し
て
そ
れ
に
打
込
む
気
持
に
な
れ
な
か
っ
た
。
数
年
後
に
彼
等
は
皆
生
来
の
漁
業
や
狩
猟
の
生
活
に
戻
り
、
修
道
院

の
付
近
か
ら
姿
を
消
し
た
。
し
か
し
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
は
そ
の
後
も
発
展
し
、
後
に
湯
の
川
に
女
子
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
が
建
て
ら
れ
、

前
老
を
凌
ぐ
発
展
を
晃
せ
て
い
る
。

　
札
幌
か
ら
の
巡
回
教
会
で
あ
っ
た
小
樽
に
一
九
〇
三
年
か
ら
司
祭
が
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
翌
年
旭
川
に
も
司
祭
が
配
意
す
る
教
会

が
建
て
ら
れ
た
。
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フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師
が
悟
道
す
る
ま
で
、
北
海
道
の
伝
導
は
さ
さ
や
か
な
活
動
し
か
行
な
い
得
な
か
っ
た
。
宣
教
師
が
不
足
し
教

会
の
建
設
は
進
ま
な
か
っ
た
。

　
第
四
章
　
北
海
道
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
伝
導
の
歴
史

　
日
露
戦
争
終
結
後
（
一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
年
）
日
本
の
政
治
的
地
位
の
躍
進
に
つ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
導
も
躍
進
す
る
か
に
期
待
さ

れ
た
。
当
時
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
約
六
〇
〇
〇
名
に
達
し
て
い
た
。
教
会
行
政
上
四
つ
の
教
区
に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
す
べ
て

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
…
外
国
語
教
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
　
宣
教
師
の
数
は
僅
か
で
あ
り
北
部
日
本
に
は
特
に
働
き
手
が
欠
け
て
い
た
。

切
Φ
島
o
N
司
教
は
一
九
〇
五
年
の
ロ
ー
マ
訪
問
の
際
、
広
範
な
地
域
に
亘
る
教
区
を
援
助
す
る
宣
教
会
を
探
し
て
い
た
。
そ
こ
で
同
司
教

は
、
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
女
子
修
道
女
会
の
本
部
を
訪
問
し
、
北
海
道
で
事
業
を
始
め
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。
既
に
熊
本

の
琵
琶
崎
で
癩
病
人
の
為
の
施
設
を
開
い
て
い
た
同
会
の
総
長
は
、
ゆ
①
葺
o
N
司
教
の
希
望
を
受
入
れ
た
。
　
修
道
女
達
の
招
へ
い
に
伴
っ

て
野
道
す
る
宣
教
師
を
探
す
必
要
が
あ
っ
た
。
司
教
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
総
長
∪
ご
押
割
霧
Q
o
畠
巳
2
師
に
事
業
計
画
を
話
し
た
。
総
長

は
三
人
の
司
祭
派
遣
に
同
意
し
た
。
札
幌
に
は
男
餌
霞
一
且
の
後
を
継
い
で
ピ
錬
8
師
が
働
い
て
い
た
が
、
　
一
九
〇
八
年
修
道
女
達
の
住

居
を
建
て
こ
の
年
八
月
七
名
の
修
道
女
が
来
日
し
た
。
彼
女
等
は
後
に
天
使
病
院
を
設
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
〔
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師
の
札
幌
到
着
〕

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
総
長
は
、
三
人
の
司
祭
派
遣
の
意
向
を
か
ね
て
示
し
て
い
た
が
、
ゆ
①
島
o
N
司
教
は
彼
等
が
修
道
女
達
の
為
に
聖

務
を
と
り
行
な
う
丈
で
な
く
、
外
国
語
の
教
授
を
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
た
。
従
っ
て
三
人
は
夫
々
国
籍
の
違
う
人
が
選
ば
れ
た
。
う

ち
二
人
が
一
九
〇
七
年
一
月
十
九
日
札
幌
に
到
着
し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
ド
イ
ツ
8
げ
9
一
麟
α
q
一
p
管
区
所
属
の
妻
8
N
Φ
ω
鋸
霧
囚
ぎ
。
江

師
と
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
ー
管
区
ζ
遷
ユ
。
の
b
d
段
口
口
師
で
あ
っ
た
。
深
ぎ
。
匡
師
は
以
前
に
ド
イ
ツ
領
東
ア
フ
リ
カ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
任

命
さ
れ
て
お
り
、
ス
ワ
ヘ
リ
語
を
学
習
し
始
め
て
い
た
が
、
日
本
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
フ
ラ
ソ
シ
ス
ロ
会
入
会
の
時
期
が

bd

燉
ﾕ
財
師
よ
り
先
で
あ
っ
た
の
で
新
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
頭
に
任
命
さ
れ
た
。
二
人
は
一
時
北
一
条
教
会
に
身
を
寄
せ
た
が
。
そ
こ
に
は
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主
任
司
祭
ピ
既
9
μ
師
、
助
任
司
祭
し
σ
田
露
師
が
居
た
。
　
同
年
六
月
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
管
区
か
ら
三
人
目
の
司
祭
℃
碧
讐
ω

O
餌
転
置
巽
師
と
○
餌
再
一
臨
修
士
が
来
札
合
流
し
た
。
札
幌
市
は
当
時
北
へ
向
っ
て
発
展
す
る
事
が
予
測
さ
れ
た
の
で
、
市
の
北
部
に
三
〇

〇
〇
坪
の
土
地
を
購
入
し
、
修
道
院
が
建
て
ら
れ
た
。
　
｝
九
〇
八
年
九
月
市
の
北
部
の
司
牧
が
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
委
託
さ
れ
際
5
0
匡

師
が
正
式
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
首
長
に
任
命
さ
れ
た
。
札
幌
に
北
一
条
教
会
に
次
い
で
、
第
二
の
教
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
時
は
北
十
五
条
に
あ
っ
た
。
新
し
い
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
発
足
し
た
当
時
は
、
国
際
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
形
態
を
続
け

て
ゆ
く
事
は
、
資
金
面
、
及
び
人
員
派
遣
の
責
任
所
在
が
明
確
で
な
く
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
展
に
障
碍
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
一
九
一

一
年
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ド
イ
ツ
の
6
ゲ
霞
ぼ
σ
q
鑓
管
区
（
フ
ル
ダ
管
区
）
の
所
属
と
さ
れ
、
所
管
の
責
任
主
体
が
一
本
化
さ
れ
た
。

　
マ
リ
ア
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
宣
教
会
の
修
道
女
達
は
熟
慮
の
末
一
九
一
四
年
二
十
五
の
ベ
ッ
ト
を
持
つ
病
院
を
開
院
し
た
。
之
が
天
使
病

院
で
あ
る
。

　
同
年
倶
知
安
と
白
老
に
仮
教
会
が
始
め
ら
れ
た
。
白
老
は
ア
イ
ヌ
伝
導
の
為
に
じ
d
Φ
島
o
N
司
教
が
以
前
か
ら
心
掛
け
て
い
た
線
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　
〔
札
幌
ミ
ッ
シ
・
ン
独
立
し
て
知
牧
区
（
℃
鑓
臥
。
。
竪
琴
〉
℃
8
ε
一
一
＄
）
に
昇
格
〕

　
一
九
一
四
年
じ
⇔
Φ
…
o
N
司
教
は
北
海
道
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
独
立
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
委
託
し
た
い
意
向
を
ド

イ
ツ
の
フ
ル
ダ
管
区
長
に
洩
ら
し
て
い
た
。
始
め
は
北
海
道
全
体
を
任
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
種
々
の
事
清
に
よ
り
函
館
近
辺
（
渡
島

麦
庁
）
を
除
く
事
に
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
兵
役
に
服
す
る
為
帰
国
す
る
者
も
あ
っ
て
札
幌
、
小

樽
、
旭
川
か
ら
引
揚
げ
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
と
交
替
し
た
。
室
蘭
は
以
前
か
ら
交
替
し
て
い
た
の
で
函
館
以
外
ぱ
事
実
上
ド
イ
ツ
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
一
九
一
五
年
二
月
十
二
日
ロ
ー
マ
の
布
教
聖
省
か
ら
許
可
が
与
え
ら
れ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
名
実
共
に
独
立
し
、
四
月
十
三
日
付
で
札
幌
教
区
（
知
牧
区
）
が
誕
生
し
、
囚
ぎ
。
鉱
師
が
教
区
長
に
就
任
し
た
。
　
札
幌
教
区
の
管

轄
は
渡
島
支
庁
を
除
く
北
海
道
全
域
、
樺
太
の
南
半
分
、
千
島
列
島
を
含
み
、
信
徒
数
は
九
三
〇
名
宣
教
師
は
一
〇
名
で
あ
っ
た
。
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一
九
一
五
年
白
秋
老
教
会
閉
鎖
に
伴
い
、
宣
教
師
が
一
人
札
幌
に
戻
っ
た
の
を
機
会
に
、
週
刊
誌
”
光
明
”
が
発
刊
さ
れ
る
事
に
な
っ

た
。
光
明
発
刊
の
動
機
は
宣
教
師
の
数
が
少
な
く
、
信
者
、
研
究
者
を
訪
問
す
る
い
と
ま
が
無
か
っ
た
の
で
信
仰
の
糧
を
与
え
る
為
の
一

助
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た
。
乏
し
い
教
区
財
政
に
は
負
担
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
種
の
週
刊
誌
が
皆
無
で
あ
っ
た
当
時
の
田
本
伝
導
に
、
先

鞭
を
つ
け
た
も
の
と
云
え
る
。
妾
初
の
発
行
部
数
は
九
五
〇
部
で
あ
っ
た
。

　
〔
北
一
条
教
会
新
築
〕

　
札
幌
の
北
　
条
教
会
は
｝
八
八
～
年
に
始
め
ら
れ
、
現
在
の
司
祭
館
の
建
物
が
｝
八
九
八
年
に
建
て
ら
れ
二
階
を
聖
堂
に
使
っ
て
い

た
。
現
在
の
本
聖
堂
が
落
成
し
た
の
は
一
九
一
六
年
十
月
八
日
で
あ
っ
た
。

　
〔
北
十
一
条
教
会
〕

　
北
十
五
条
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
院
が
、
手
狭
で
あ
っ
た
の
で
一
九
二
〇
三
面
十
一
条
に
教
区
長
館
が
建
て
ら
れ
そ
の
隣
接
地
に
二
年

後
に
北
十
一
条
教
会
が
建
設
さ
れ
た
。

　
〔
藤
高
等
女
学
校
開
校
〕

　
ド
イ
ツ
の
↓
ぎ
ぎ
①
に
鞘
管
を
持
つ
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
グ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
女
が
一
九
二
五
年
四
月
一
日
藤
高
等
女
学
校
を

開
校
し
た
。

　
〔
岩
見
沢
幼
稚
園
開
園
〕

　
一
九
二
七
年
九
月
一
日
岩
見
沢
に
教
区
最
初
の
幼
稚
園
が
始
め
ら
れ
た
。

　
〔
ヨ
ゼ
フ
大
久
保
俊
作
師
帰
国
〕

　
内
貯
。
達
教
区
長
は
か
ね
て
か
ら
邦
人
司
祭
の
養
成
に
意
を
用
い
、
北
十
五
条
に
小
神
学
校
を
設
置
し
た
程
で
あ
る
が
、
そ
の
初
穂
と

し
て
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
大
久
保
俊
作
師
が
札
幌
教
区
最
初
の
邦
人
司
察
と
し
て
一
九
二
八
年
二
月
帰
国
し
た
。

　
〔
札
幌
教
区
代
牧
区
く
ざ
巽
蛋
器
》
℃
○
陰
。
一
搾
¢
。
。
に
昇
格
〕
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札
幌
教
区
は
教
会
行
政
上
教
区
と
し
て
の
第
一
段
階
知
牧
区
で
あ
っ
た
が
、
教
勢
の
発
展
に
伴
い
一
九
二
九
年
三
月
代
牧
区
に
昇
格
し

た
。
代
牧
区
昇
格
に
伴
い
欝
琴
冗
教
区
長
は
六
月
五
臼
司
教
に
聖
別
さ
れ
た
。

　
樺
太
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
独
立

　
同
年
七
月
十
三
目
樺
太
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
札
幌
教
区
か
ら
分
れ
て
独
立
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。

　
〔
山
鼻
教
会
設
立
〕

　
、
九
三
〇
年
八
月
三
口
南
十
条
西
十
一
丁
目
に
山
鼻
教
会
誕
生
。
同
年
十
年
十
七
日
帯
広
教
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　
当
時
教
会
建
設
は
単
に
資
金
的
な
困
難
に
逢
遇
し
た
乍
り
で
な
く
、
特
に
法
律
的
な
障
碍
が
あ
っ
た
。
教
会
設
置
の
許
可
を
得
る
為
に
、

一
〇
〇
人
以
上
の
信
者
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
教
会
な
し
に
一
〇
〇
人
以
上
の
信
者
を
獲
得
す
る
事
は
不
可
能
に
近
い
事
で
あ
り

こ
の
法
穣
の
ね
ら
い
は
教
会
建
設
を
事
実
上
禁
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
〔
満
州
事
変
勃
発
〕

　
満
州
事
変
に
伴
っ
て
国
粋
主
義
、
軍
閣
主
義
的
国
民
精
神
が
鰯
揚
さ
れ
、
ひ
い
て
ぱ
神
道
の
昂
揚
と
な
っ
た
。
こ
の
風
潮
は
、
キ
リ
ス

ト
教
敵
視
の
傾
向
を
促
し
そ
の
結
果
足
入
宣
教
師
の
活
動
は
臼
ま
し
に
窮
屈
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
空
気
に
も
拘
わ
ら
ず

一
九
三
二
年
留
萌
教
会
が
旭
川
教
会
の
巡
回
伝
導
所
と
し
て
、
江
別
教
会
が
岩
児
沢
教
会
の
巡
回
教
会
と
し
て
発
足
し
た
。

　
〔
光
星
学
園
発
足
〕

　
一
九
三
二
年
七
月
ペ
ト
ロ
・
バ
ブ
チ
ス
タ
武
宮
雷
吾
師
が
ド
イ
ツ
か
ら
帰
射
し
た
。
師
に
同
伴
し
て
じ
ご
げ
鴇
夢
①
箆
Φ
の
。
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
貧
し
い
兄
弟
会
”
の
三
人
の
修
道
士
が
、
札
幌
に
男
子
中
学
校
設
立
の
鷹
的
で
来
日
し
た
。
種
々
の
事
清
で
計
國
は
変
更
さ
れ
、
光

星
商
業
学
校
と
し
て
一
九
三
四
年
胴
校
し
た
。
初
代
校
長
は
武
宮
癬
導
師
で
あ
っ
た
．
．

　
〔
円
山
教
会
設
立
〕

　
札
幌
の
西
部
北
四
条
晒
二
十
三
丁
旧
に
一
九
三
七
年
十
二
月
円
山
教
会
が
設
立
さ
れ
た
。
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〔
第
二
次
大
戦
直
前
〕

　
一
九
三
六
年
に
起
っ
た
二
・
二
六
事
件
を
契
機
に
政
治
は
益
々
軍
国
主
義
へ
の
傾
斜
を
強
め
、
キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
の
風
潮
も
悪
化
の

度
を
加
え
た
。
同
年
十
二
月
土
井
辰
夫
師
が
東
京
大
司
教
に
任
命
さ
れ
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
指
導
者
が
邦
人
に
移
行
す
る
第
一

歩
が
は
じ
ま
っ
た
。
㎝
九
四
〇
年
宗
教
団
体
法
が
施
行
さ
れ
国
家
の
統
制
が
教
会
の
上
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
た
。
～
九
四
〇
年
十
月

閤
『
○
厩
司
教
は
札
幌
教
区
長
の
職
を
辞
任
し
、
後
任
に
麻
布
教
会
主
任
ロ
レ
ソ
シ
オ
戸
田
帯
刀
師
が
任
命
さ
れ
、
　
一
九
四
一
年
二
月
着

任
し
た
。

　
〔
第
二
次
世
界
大
戦
〕

　
宣
教
師
達
は
ほ
と
ん
ど
活
動
す
る
事
の
禺
来
な
い
暗
い
時
代
で
あ
っ
た
が
、
教
会
施
設
ぱ
何
｝
つ
被
爆
し
な
か
っ
た
事
が
せ
め
て
も
の

幸
い
で
あ
っ
た
。
　
一
九
四
四
年
戸
田
教
区
長
は
横
浜
教
区
長
に
転
任
し
、
後
任
と
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
瀬
野
勇
師
が
東
京
か
ら
着
任

し
た
。

　
〔
第
二
次
大
戦
後
〕

　
大
戦
後
自
由
を
得
た
教
会
の
特
長
は
、
宣
教
師
の
著
る
し
い
増
加
で
あ
っ
た
。
殊
に
中
国
の
共
産
化
に
伴
っ
て
、
従
来
中
国
の
伝
導
に

蟻
っ
て
い
た
修
道
会
及
び
宣
教
師
達
が
、
日
本
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
合
流
し
た
。
札
幌
教
区
も
そ
の
恩
葱
を
受
け
、
イ
タ
リ
や
系
及
び
オ
ラ

ン
ダ
系
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師
達
は
、
一
九
五
〇
年
六
名
、
五
二
年
三
名
、
五
三
年
三
名
が
来
識
し
た
。

　
〔
函
ぎ
。
江
司
教
帰
天
U

　
国
ぼ
○
冠
司
教
ぱ
教
区
長
辞
任
後
天
使
病
院
の
チ
ャ
プ
レ
ン
と
な
っ
て
い
た
が
、
高
齢
と
持
病
が
重
っ
て
一
九
五
二
年
五
月
二
十
二
日

八
卜
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
一
九
〇
七
年
来
日
し
て
以
来
四
十
五
年
間
を
、
北
海
道
の
伝
導
に
捧
げ
札
幌
教
区
の
土
台
を
築
き
上
げ
た
。

　
〔
札
幌
司
教
区
（
O
ご
①
o
①
陰
。
・
）
設
立
〕

　
閑
ぎ
。
凱
司
教
の
帰
天
は
、
北
海
道
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
　
時
代
の
終
り
を
意
味
し
、
同
時
に
新
し
い
時
代
の
黎
明
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
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た
。
一
九
五
二
年
十
二
月
十
一
田
札
幌
代
牧
区
が
、
司
教
区
に
昇
格
し
た
。
京
都
教
区
出
身
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
富
沢
孝
彦
師
が
初
代
札
幌

司
教
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
三
年
十
九
日
北
一
条
教
会
で
司
教
に
墾
捌
さ
れ
た
。
こ
の
機
会
に
渡
島
支
庁
も
札
幌
教
区
所
属
と
な
り
北
海
道

・
全
域
が
、
札
幌
教
区
長
の
管
轄
下
に
お
か
れ
た
。

　
禽
沢
司
教
は
札
幌
教
区
を
六
地
区
に
分
け
、
夫
々
の
分
担
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
札
幌
地
区
け
石
狩
、
後
志
i
邦
人
司
祭

　
函
館
地
区
・
B
渡
島
、
檜
山
i
パ
リ
ー
外
国
宣
教
会

　
苫
小
牧
地
区
蓑
胆
張
、
摂
高
、
空
知
南
部
…
メ
リ
ノ
ー
ル
会
（
ア
メ
リ
カ
）

　
旭
川
地
区
B
上
州
、
留
繭
、
宗
谷
、
空
知
北
部
～
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
（
フ
ル
ダ
管
区
）

　
釧
路
地
区
藝
十
勝
、
釧
路
、
根
室
ー
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
（
ベ
ニ
ス
管
区
）

　
北
見
地
区
ド
網
走
…
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
（
オ
ラ
γ
ダ
管
区
）

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ム
ム
ミ
ッ
シ
ョ
ン
＾
盆
加
仇

　
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
先
輩
の
偉
業
を
継
ぎ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師
が
外
蓋
伝
導
を
再
送
し
た
一
九
〇
七
年
以
来
、
五
十
年
の
歳
月

が
過
ぎ
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
妻
げ
一
δ
¢
ヨ
は
一
九
五
七
年
一
月
十
五
日
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
日
北
十
一
条
教
会
で
感
謝
の
司
教
、
ミ
サ
が

捧
げ
ら
れ
、
高
ら
か
に
テ
・
デ
ウ
ム
が
歌
わ
れ
た
。
翌
十
六
日
内
ぎ
。
筐
司
教
を
は
じ
め
、
北
海
道
の
伝
淳
に
一
生
を
捧
げ
た
宣
教
師
達

の
追
悼
ミ
サ
が
行
な
わ
れ
た
。
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本
書
は
ド
イ
ツ
、
↓
7
弩
ぎ
σ
q
貯
管
区
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
会
の
布
教
を
中
心
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
焦
点
が
そ
こ
に
合
わ

さ
れ
て
い
る
為
、
北
海
道
全
体
の
布
教
史
と
し
て
見
れ
ば
物
足
ら
な
い
点
が
な
い
で
も
な
い
。
例
え
ば
旭
川
の
教
会
設
立
当
時
の
模
様
が

明
確
で
は
な
い
し
、
函
嬉
白
百
合
学
園
、
湯
の
川
ト
ラ
ビ
ス
チ
ン
女
子
修
遂
院
等
に
つ
い
て
殆
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
，



全
体
と
し
て
平
易
な
交
響
で
興
味
あ
る
叙
述
は
、
北
海
道
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歩
み
を
知
る
上
に
貴
重
な
文
献
と
云
え
よ
う
。

　
本
書
が
終
っ
た
　
九
五
七
年
以
後
札
幌
教
区
は
更
に
十
一
年
の
輝
や
か
し
い
発
展
の
歴
史
を
加
え
て
い
る
。

　
現
在
の
教
区
状
勢
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
教
△
写
…
数
目
⊥
ハ
五

　
儒
徒
数
目
一
山
ハ
、
三
二
二
名

　
司
　
祭
擁
一
〇
｝
名

　
学
　
校
口
大
学
一
、
短
期
大
学
二
、
男
子
高
校
二
、
女
子
高
校
七
、
男
子
中
学
一
、
女
子
中
学
七
、
小
学
校
一

　
病
院
一
、
社
会
福
祉
事
業
七
、
出
版
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
工
兀
山
ハ
七
年
誕
ハ
月
現
論
仕
）
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